
2025 年 9 月 26 日 

昭和シェル社友会 関西支部 

社友会関西支部／観劇会の報告 

 

1.開催日時：2025 年 9 月 24 日（水）13：00～15：30 

2.開催場所：大阪 日本橋「国立文楽劇場」 

3.参加人数：９名（加納・岩井・木村勤・松村・富田修・水野・横山・生嶋・葛野） 

4.天候：晴れ 最高気温 30℃（朝夕は涼しくなれど日中は半袖で充分） 

5.開催内容：第 139 回「上方演芸特選会」  

      定期的に当会場で行われておりますが、今回は 4 日間の中で 3 日間を福團治 

      師匠が大トリを務められる事もあり、支部観劇会として開催しました。会場 

      は３F 小ホール(Max165 名)でしたが、ほぼ満員状態でした。 

      落語の他に浪曲・漫才・曲芸もあり、色んな笑いが楽しめた演劇会でした。 

      浪曲家の声が心地良いので、ウトウトしてしまいます。次回演劇会は有志に 

      て、11 月 29 日（土）16 時開演／松竹座（道頓堀）￥6,500 を予定しています。 

 

 落語／演芸等の披露は、以下の通りでした。（登壇順） 

・桂 白鹿(かつら・はくしか）落語：和歌山から大阪へ「手水」とは何かを探る話。 

・三原 麻衣 （みはら・まい）浪曲：同じ親分を持つ、ヤクザ同士の刃傷話。 

・リスナップ 漫才：結成 14 年。あちこちでの漫才時における、お客様の反応の面白話。 

・桂 枝女太  落語：（かつら・しめた）ふぐ鍋を食べる前に毒見を譲り合う 2 人の話。 

 

 ＜仲入後＞ 

・豊来家 一輝（ほうらいや・かずき）曲芸： 毬・金具・升の傘回し。土瓶とバチ曲芸。 



・天光軒 満月（てんこうけん・まんげつ）浪曲： 信州での乃木大将の墓参りの人情話。  

・桂 福團治 落語：「ここで会ったが百年目」船場の大番頭と旦那の人情話。 

 

6.二次会／食事会 

 国立文楽劇場から、堺筋を西に渡り、直ぐ千日前通を南に下った鮨店「八三郎（はちさぶろう）」に

て、福團治師匠を囲んで談笑。お店は創業 70 年の老舗にて、前菜のアワビや刺身盛りに、焼秋刀魚、

最後はまぐろ・海老・いくら・玉子の握り４カンにて締め。黒門市場の近隣ににて、ネタが新鮮で美味

しかったです。福團治師匠のお薦めの名店で、価格もリーズナブルでした。参加の皆々様、お疲れ様で

した。 



 

文責：葛野厚志 


